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第一話　大評判・長崎忠臣蔵　またの名を　深堀騒動　その１
 
今回のお話は、「斬られ損の権力者。その名も高木彦右衛門（たかぎひこえもん）」その前編をお届けします。
 
さてさて、長崎三大騒動といえば、まず第一は、なんといっても「長崎版・忠臣蔵」といわれる「深堀騒動」でしょう。この深堀騒動という呼び名は、長崎側から言ったことで、深堀側では、「長崎騒動」または「長崎喧嘩（けんか）騒動」などと言っています。この舞台が、なんといっても、長崎だったのですから、「長崎騒動」と呼ぶ方が妥当でしょう。
 
この事件は、俗に長崎版忠臣蔵といわれています。しかし、細部ではよく似かよったところがありますが、事件そのものの本質（ほんしつ）は、いわゆる忠臣蔵の事件とは全然違ったものだった、ということを、まずは認識しておく方がいいでしょう。
 
赤穂浪士の方は、浅野家・再興（さいこう）の望みが断たれたのち、幕府の措置（そち）が極めて不公平だったと、世の中に訴えるのが最大の目的でした。また、あわせて、主君の恨みをはらそうとした、と受け取るべきでしょう。そのせいで、その当時から世間（せけん）はこれを義挙（ぎきょ）として賞賛した、ということでしょう。
 
ところが、深堀騒動の方には、まったく、そういう要素はありません。
 
町年寄（まちどしより）という重要な役職についていたとはいえ、相手は町人身分。
また、その使用人に、深堀家の家臣である二人の武士が、平身低頭して詫（わ）びたうえに、こともあろうに、大小二本の刀まで取り上げられるという、まったく、なんとも格好のつかないことになってしまった、という事実が発端（ほったん）です。
 
武士の面目（めんもく）、丸つぶれということで、同僚や身内の武士たちが、その町年寄の屋敷に、大勢で斬り込んで、町年寄本人をはじめ、何人もの使用人を殺害・負傷させた、というわけです。
 
世間を、おおいに騒がせたわりには、主君の仇をはらす、といった世間受けする大義名分もなにもない、いってみれば、ただの私闘（しとう）・喧嘩（けんか）・騒動（そうどう）だったのです。
 
そこにあったのは、「武士の一分（いちぶ）があい立たぬ」という、武士側の一方的な言い分だけなようで、殺された町年寄・高木彦右衛門（たかぎ・ひこざえもん）としては、吉良上野介（きら・こうずけのすけ）に比べられるのは、まったく筋違いであったし、その上、斬り殺されてしまったわけで、彼にとっては、とんだ迷惑だったことでしょう。
 
ただ、事件当時、世間一般には、好意的に受け取られたようです。
それは、この高木彦右衛門が大名（だいみょう）をしのぐ羽振（はぶ）りのよさで、かねてから、その使用人たちが「虎の威（い）」を借りて、目に余る、傍若無人（ぼうじゃくぶじん）な振る舞いがあったから、といわれています。
 
庶民としては、「ざまあみろ」、とばかり、これに誅伐（ちゅうばつ）を加えた深堀武士に拍手喝采（はくしゅかっさい）した、ということでしょう。
 
事件の経過については、よく知られているので、ここでは詳しく述べるのはさけ、事件内容に整理を加えながら、その背景や細部の事柄（ことがら）に焦点をしぼってみましょう。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第二話　大評判・長崎忠臣蔵　またの名を　深堀騒動　その２
 
さてさて、乱入された深堀屋敷では。
 
その日、五島町にあった深堀屋敷には、留守番役（るすばんやく）など、ほんの少人数の者しかいませんでした。多勢（たぜい）に無勢（ぶぜい）で、乱暴狼藉（らんぼうろうぜき）をとめられませんでしたが、三右衛門（さんえもん）と武右衛門（ぶえもん）に使えていた源六（げんろく）、貞助（さだすけ）の二人は、さっそく、深堀に、ご注進（ちゅうしん）に出発します。
そして、二人とも、主人が大小の刀を奪われていることもあって、その替わりの刀をもってかえるつもりでした。
 
深堀では、「すわ、一大事（いちだいじ）」とばかり、親類縁者・同僚が身支度（みじたく）もそこそこに、逐次（ちくじ）、長崎へ出発。三右衛門の一子（いっし）嘉右衛門（かえもん）十六歳もまっさきに、長崎に向かいます。
 
長崎と深堀の間は、当時、海路（かいろ）をとることが普通でしたが、この日は波がたかく、提灯（ちょうちん）をつけて山道（さんどう）三里十二キロの陸路をとり、翌朝未明（みめい）午前四時頃から、おいおいと、五島町深堀屋敷に、集結し始めました。
 
ところが、三右衛門と武右衛門の両名は、応援部隊の到着をまたず、斬り死に覚悟で、高木屋敷にむかって出発したあとでした。
 
深堀屋敷の留守番役は、三右衛門・武右衛門の両名が、軽挙妄動（けいきょもうどう）をしないように、外出を固く禁止し、門を閉ざし、番人をたてて張り番（はりばん）をしていました。
 
しかし、面目（めんもく）丸つぶれの両名は居ても立ってもいられない。そこで、夜明けをまたず、監視の眼をのがれて、こっそり塀を乗り越え、おりから、深堀から駆けつけた倅（せがれ）嘉右衛門（かえもん）と源六らに遭遇。そこで、差し料（さしりょう）、つまり、刀をうけとった。
 
天の助けと、両名は、そのまま高木屋敷に行き、「昼間（ひるま）の無礼人（ぶれいもの）を出せ」と、門を叩（たた）いて呼ばわるが、相手は音無しの構え。
 
高木方（たかぎがた）としては、穏便（おんびん）に事をすますつもりになっている。しかし、両名の武士はそうはいかない。
 
そうこうしていると、近くに住む福田伝左兵衛（ふくだ・でんべい）という者が仲裁（ちゅうさい）を買ってでた。両名を自宅にまねき、酒などを出し、取りなしながら、その間に、高木屋敷と深堀屋敷双方に、連絡をとり、手打（てう）ちを画策（かくさく）します。
 
体裁（ていさい）は、高木側が深堀屋敷に出向き、詫（わ）びをいれ、「使用人の不始末を詫（わ）びつつ、彦右衛門（ひこえもん）の顔に免じて穏便（おんびん）に済（す）ましてほしい」と希望をのべ、「使用人の処分は指示に従う」と譲歩する内容であった。
 
一応、福田伝左兵衛の屋敷から、当事者の両名は深堀屋敷にもどっていたが、深堀からの応援部隊がぞくぞくと到着しだすと、留守番役の制止を振り切って、再度、高木屋敷に押し掛けたものだから、せっかくの、手打ちの世話も無駄になってしまう。
 
今回も門は閉ざされていたが、今度は若い者もふくめて、十人ばかりが加勢（かせい）にきている。そこで、三右衛門の甥にあたる血気（けっき）盛んな二十九歳の喜多佐左衛門（きた・ざえもん）が塀をのりこえ、なかから門を開く。鳶口（とびくち）をもって抵抗する門番二人を斬って捨てつつ、門外の深堀勢は一気に乱入。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第三話　大評判・長崎忠臣蔵　またの名を　深堀騒動　その３
 
「赤穂浪士のお手本　ならびに　寺坂吉右衛門のこと」
 
さてさて、高木屋敷へ駆けつけた、深堀武士の数は、よくわかってはいません。
たぶん、かなりの大人数（おおにんずう）だったと思われます。しかし、ご公儀（こうぎ）へ届けられたのは、わずかに、先駆（さきがけ）十名とあと駆（あとがけ）九名。
その他の者は、血闘（けっとう）が終わった後に到着した、ということになっているので、「おかまい」という処分でした。
 
ということで、五島町の深堀屋敷には、この十九名が謹慎（きんしん）して、幕府のご沙汰（さた）を待っており、原則、一切の出入り禁止。諫早や佐賀から、足軽（あしがる）数十人が派遣（はけん）されてきて、警備にあたっていました。
 
この事件は大層な評判となって、長崎にある各藩の屋敷などから、祝詞（しゅくじ）や酒肴（しゅこう）祝い品（いわいひん）がたくさん届けられ、賑やかなことであったようです。
 
この十九名の者は、一同切腹と、覚悟を決めていました。ところが、いよいよ判決の申し渡しがあってみると、後駆（あとがけ）の九名は、切腹ではなく、遠島（えんとう）・島流しと、いうことだったので、あわてて、死装束（しにしょうぞく）を旅支度（たびじたく）に変えるなど、ちょっとした混乱がありました。
 
そこは武士のたしなみ。切腹組も遠島（えんとう）組も、ともに、平常（ふだん）とかわらず、和（なご）やかな最後（わかれ）の酒宴（しゅえん）を催しましたが、遠島組（えんとうぐみ）は切腹組にむかって、「遠島なぞとは、昔語（むかしがた）りに、聞いてはいたが、まさか、我が身のこととなるとは。これから、見も知らぬ五島なぞへ参って、どんな憂（う）き目をみることやら。思えば、おのおの方と、死出の途（みち）を、ともにできぬのが、かえすがえすも、口惜（くちお）しうござる。深堀の土（つち）に帰られる、おのおの方が、誠にうらやましうござる」などと別れを惜しんだ。
 
まぁ、いうなれば、これは建前論で、ほんとうは、死から生への急転換だから、嬉しくなかったはずはありません。
 
こうやって十九名には明暗（めいあん）がありましたが、一方、救われないのはその家族でした。元禄十四年（1701年）三月二十一日判決言い渡し。参考までに付記（ふき）すれば、浅野内匠頭（あさのたくみのかみ）殿中（でんちゅう）事件は、その七日前の三月十四日ということになります。
十名の切腹は、即日（そくじつ）、深堀屋敷内で行われ、その深夜、遺骸（いがい）が深堀に到着。家族は事件以来はじめての対面（たいめん）を、介錯（かいしゃく）された、死骸（むくろ）と行うことになりました。
 
一方、遠島組のほうも、家族との別離（わかれ）を惜しむひまもなく、二十一日即日、二隻の船で大波止をたち、高鉾島（たかほこしま）沖通過（つうか）の頃は、深堀の浜辺で、家族が涙の見送り。船中では、女々（めめ）しいと、笑われないように、皆反対の方向を向いていたといいます。
 
こうして切腹と遠島、死と生との明暗がありましたが、生といっても異郷（いきょう）の土となり、二度と家族に会う見込みもない、暗い前途（ぜんと）を思うと、やはり悲劇であったことには違いありません。
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
第四話　河童の叫び！きれいな川に戻してくれ！　
 
「カッパと水神さんの公害防止運動」
 
 
大正九年、本河内（ほんごうち）水源地・下に移転し、現存している水神社（すいじんじゃ）にまつわるお話です。この神社は、はじめは炉粕町（ろかすまち）の日本銀行長崎支店の並び、諏訪神社よりのところにありました。
 
元文（げんぶん）四年（1739年）に、八幡町（やはたまち）にうつり、水難守護（すいなんしゅご）の霊験（れいけん）極めてあらたかで、海路安全（かいろあんぜん）を願う唐人（とうじん）はもとより、オランダ人までも、年々、財貨（ざいか）を寄進（きしん）して、あつく尊信（そんしん）したといわれています。
 
さてさて、この水神社の裏門近くで、夜な夜な、怪しいことがおこりました。
 
それは享保年間（きょうほうねんかん）の末といいますから、今から約二七〇年ほど前のことです。毎夜のように、門をむやみに叩（たた）いたり、小石を投げつける者がありました。
 
急いで出てみますが、人の姿は見えません。誰かのいたずらに違いなのです。
 
そこで神主（かんぬし）の渋江（しぶえ）さんは考えた。
「そういえば、近頃、前を流れる銭屋川（ぜにやがわ）にゴミを捨てる者が増えてきた。川っぷちには、草がはえ放題に生い茂っている。今の言葉でいうところの、汚染（おせん）が甚（はなはだ）だしい。
ひっよとすると、この川に住み着いているカッパどもが、住みづらくなったので、それを訴えているのじゃなかろうか」
 
それと気づいた渋江さんは、さっそく、奉行所に願い出て、みだりに川に物を捨てないように御布令（おふれ）を出してもらい、雑草も刈り取って、川をきれいに掃除しました。
 
すると、案の定（あんのじょう）、それまでの夜の不思議ないたずらが、ピタリと、やんだのです。
 
「やっぱりカッパの仕業だったんだ」。神主さんの働きで、昔のきれいな川に戻り、安住（あんじゅう）の地ならぬ、安住の水を得て、カッパも喜んで、もうすっかりいたずらをしなくなりました。という、昔の言い伝えですが、なんとも現代的な示唆にとんだお話ですね。
 
これを一つのきっかけに、それから毎年五月二十九日を、水神祭（すいじんさい）の日を定めて、町中の井戸では水神祭が行われるようになりました。この行事は戦前まで続き、長崎の年中行事（ねんちゅうぎょうじ）の一つとなっていました。
 
ここで、水神社の神主の家柄（いえがら）、渋江家（しぶえけ）のことを少し調べてみましょう。すると、なんとこの家とカッパ族のただならぬ関係がはっきりとしてくるのです。
 
まずは、大変に古い昔にさかのぼります。
第三十代、敏達（びたつ）天皇といいますから、六世紀の後半です。この天皇さまのお孫さんに栗隈王（くりくまのおおきみ）という方がいらっしゃって、今の愛媛県にあたる伊予（いよ）の国に派遣され、宇和（うわ）というとこに本拠をおいて、水軍（すいぐん）を統率（とうそつ）されていました。
 
このときに、カッパとのかかわり合いがうまれ、カッパは後々（のちのち）の世（よ）まで、栗隈王（くりくまのおおきみ）の　ご子孫に　忠誠をちかい、その命令には絶対に服従（ふくじゅう）するという　誓約（せいやく）をしたというのです。
 
実は、いわゆる伊予水軍（いよすいぐん）の祖先たちのことを、水軍・水族（すいぞく）から、カッパと重ねあわせる形で、混同したもののようです。
 
この栗隈王の四代の末裔（まつえい）が橘諸兄（たちばなのもろえ）といいまして、その時代の日本史では、ちょうど奈良時代半ばになりましょうか、ちょっとした重要人物として登場してきます。この橘諸兄（たちばなのもろえ）さんが渋江の家の遠い祖先にあたります。
 
また、別の説によりますと、千二百年程前の天平神護（てんぴょうじんご）年間、奈良春日大社の造り替え（つくりかえ）工事があって、橘嶋田麿（たちばなの・しまだまろ）という人物が、その奉行をつとめた。このとき、工事にたずさわっていた飛騨の匠（ひだのたくみ）が、木彫りの動物を猿沢池（さるさわのいけ）に投げ込んだところ、たちまちに、カッパに変身し、それからというもの、カッパは橘（たちばな）の家に、従い仕え、橘氏（たちばなし）が西国に移るに際しても、従ったのだ・・・といいます。
この橘嶋田麿（たちばなの・しまだまろ）は橘諸兄（たちばなの・もろえ）のゆかりの人物であったのでしょう。
 
さてさて、時代は下り、十六世紀後半の天正年間（てんしょうねんかん）、肥前の国は渋江村に橘公村（たちばなの・きんむら）という人物がいて、橘諸兄の子孫と称しておりました。のちに、地名をとって、渋江氏と名乗りました。その祖先は、奈良春日大社の近くの水神社社司（みずじんじゃ・しゃし）でありましたが、神さまのお告げをうけて、筑紫（ちくし）の国にくだり、肥前の国は渋江村にうつり、姓を渋江と改め、のち、子孫が大村を経て、長崎にいたり、長崎水神社をまつった。これが渋江公師（しぶえ・きんもろ）、公姿（こうなり）親子であった。
 
そういうわけで、渋江氏の遠祖（えんそ）にあたる栗隈王（くりくまのおおきみ）とカッパとの間の誓約は、ずっと後世（こうせい）まで守られ、栗隈王の末裔（まつえい）にあたる渋江氏（しぶえし）には絶対服従して、いささかもこれに違えることがなかったという次第です。
 
それはさておき、カッパがそんなふうだったので、人間様である渋江氏も、代々、文字通り一家眷属（いっかけんぞく）、身内（みうち）同様のおつきあいで、カッパの心、カッパの望みは、手に取るように分かった、ということでしょう。
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
 
第五話　まぼろしの二つの神宮寺（じんぐうじ）
 
「金比羅山と岩屋山、その覇権争い」
 
むかしむかし、長崎には神宮寺（じんぐうじ）という、同じ名前の寺がふたつあり、それぞれ、寺の格（かく）と権威（けんい）、それぞれで、並び称せられていた、と伝えられています。
 
一つは金比羅山（こんぴらさん）一帯、もうひとつは岩屋山（いわやさん）山麓。どちらも、早く消滅して、今では、幻の寺となってしまいましたが、この二つ、伝えられるところ、対照的（たいしょうてき）なおもしろさをもっています。
 
長崎市の、ほぼ中央にそびえる標高（ひょうこう）三三六メートルの金比羅山（こんぴらさん）は、瓊杵山（にぎやま）、崇岳（たかだけ）などの古い名前があります。「にぎやま」とは、瓊浦高校の瓊（けい）・つまり天孫降臨の瓊瓊杵命（ににぎの・みこと）の「に」という漢字が用いられているように、瓊瓊杵命（ににぎの・みこと）がこられたという伝説によるもので、あるらしい。
 
また、別名を無凡山（むぼん）。明暦（めいれき）三年（1657年）、唐（とう）の国の僧侶・木庵禅師（もくあん・ぜんじ）が、この山頂からの景色を賞して、無凡山（ただならぬやま）と題し、これを大書（たいしょ）したのが山頂の巨石に彫ってあるからでした。
 
この金比羅山の東南（とうなん）の麓の一帯、西山町の一部から諏訪神社・諏訪公園、立山町にかけての、広大な寺域（じいき）をもったお寺が神宮寺でありました。
 
弘仁（こうにん）十年（819年）、嵯峨天皇（さがてんのう）の勅願（ちょくがん）をもとに、創立されたもので、三十ほどの支院をもち、深江浦（ふかえうら）つまり現在の長崎を寺領としていました。
 
この神宮寺は承和（じょうわ）八年（841年）に一度修復されたといわれます。この年は、平安時代にあたり、空海の死後六年ほどたった頃で、そして、まだ、長崎小太郎（ながさきこたろう）はこの地にきていません。
 
だから、長崎つまり深江浦は、まだ、このお寺の所領だったのでしょう。
 
そののち、いつとはなく、このお寺の寺運（じうん）は衰微（すいび）していきます。
 
長崎小太郎重綱（ながさきこたろうしげつな）が至って、深江浦の支配者となったのは、だいたい、貞応（ていおう）元年（1222年）説が有力ですが、それより百三十年ほどくだって、正平（しょうへい）五年（1350年）、征西将軍（せいせいしょうぐん）懐良親王（かねながしんのう）が、この神宮寺を修復し、五千貫（ごせんがん）の地を付与（ふよ）された、といいますから、神宮寺はまだ存続し、深江浦全部が所領でなかったことがわかります。なお、長崎小太郎の長崎氏は、この寺を厚く尊崇していました。
 
やがて、長崎は永禄（えいろく）から元亀（げんき）年間、といいますから、十六世紀なかば、切支丹の村となります。
 
天正九年（1581年）、神宮寺も切支丹宗徒（きりしたん・しゅうと）の放火により焼滅（しょうめつ）。その後、廃されて、八十数カ所に散在していた支院や末坊（まつぼう）も次第にすたれていきました。旧記（きゅうき）に「崇嶽廃寺（たかたけはいじ）」と記されているのがこの神宮寺。「無凡山神宮寺（むぼんさん・じんぐうじ）」というお寺は、その後身（こうしん）となります。
 
一方、金比羅山（こんぴらさん）の西北約五キロ。標高４７５メートルの岩屋山山麓にも、同じ頃、同じくらいの規模をもって、もうひとつの神宮寺（じんぐうじ）がありました。
 
八世紀の和銅年間（わどうねんかん）、行基菩薩（ぎょうき・ぼさつ）による開基（かいき）
後年（こうねん）、弘法大師がここで護摩（ごま）の法（ほう）を修（しゅう）してからおおいに栄え、支院三十六。
 
その盛名（せいめい）は、崇嶽神宮寺（たかだけ・じんぐうじ）、つまり金比羅山の神宮寺と並び称され、表裏（ひょうり）をなして、ともに西国有数の巨刹（きょさつ）となったそうです。
 
この岩屋山神宮寺も、また後年、次第に寺運（じうん）が衰微しましたが、観応（かんのう）元年（1350年）、将軍足利氏が修復し、寺領（じろう）若干（じゃっかん）を付（ふ）したといいます。
 
その後、弘治（こうじ）元年（1555年）、有馬氏の侵攻があって、その兵火（へいか）によって、諸堂宇（しょ・どうう）ことごとくが、焼亡（しょうぼう）したため、里人（さとびと）らがあいよって、小堂（しょうどう）を再建したのもつかのま、これもまたご多分にもれす切支丹宗徒の破却（はきゃく）にあって、天正二年（1574年）に廃滅（はいめつ）となりました。
 
参道の岩屋口にあった六地蔵が顔面を破損されたというのも、このときのことでありました。
 
万治（まんじ）三年（1660年）にいたって、大村純長（すみなが）が再興。二人扶持（ににんぶち）を給（きゅう）し、名も岩屋山神通寺（いわやさん・じんつうじ）とあらためて、大村家の祈願所のひとつとしました。
 
純長（すみなが）は大村家第二二代で、例のキリシタン大名であった１８代純忠（すみただ）の時代に、ことごとく破却された大村領内の寺社の復興には、おおいに尽力しました。
 
しかし、神通寺もまた、いつしか、寺運衰微（じうんすいび）し、かっては壮大をほこった一大霊場（いちだいれいじょう）も、廃滅（はいめつ）の事態（じたい）にひんしていきます。
 
ここでお気づきかもしれませんが、懐良親王（かねながしんのう）が金比羅山神宮寺と修復した正平（しょうへい）五年と、足利将軍が岩屋山神宮寺を修復した観応（かんのう）元年とは、1350年とまったく同じ年にあたり、前者は南朝の年号、後者は北朝の年号になるのです。
 
わずか五キロ離れた眼と鼻の先、呼べばこたえるほどの距離に、近国にまできこえた同じ名の神宮寺が二つ。
 
かたや、後醍醐天皇側の手で、かたや、足利尊氏将軍家の手で、同じ年に修復されたという言い伝え、しかも、その年号が、それぞれ南朝・北朝の年号に使い分けられている。これは大変に面白いと思うのです。世は南北朝の争乱、たけなわの頃。足利尊氏没年の八年ほど前のことになります。
 
懐良親王（かねながしんのう）というのは、後醍醐天皇の皇子（おうじ）で、後醍醐天皇が尊氏の和平申し入れに応じて、比叡山を下（くだ）るにさきだち、他日（たじつ）に備えて、この懐良親王（かねながしんのう）を征西将軍（せいせいしょうぐん）に任じて、九州に派遣されたのでした。ときに、延元（えんげん）元年（1336年）九月。親王の没年から逆算すると、このとき年齢、わずかに九歳。従者は十二名であったといいます。
親王（しんのう）は、讃岐（さぬき）・伊予（いよ）・豊後（ぶんご）・日向（ひゅうが）・薩摩（さつま）を経て、正平三年（1348年）一月、実に十二年ぶりで、めざす肥後の菊池城にはいり、以後、永徳（えいとく）三年（1383年・弘和（こうわ）三年）、五十五歳の崩御（ほうぎょ）までの間、阿蘇・菊池（きくち）などの一族と力をあわせて、大友（おおとも）・島津（しまず）その他の尊氏を支援する後方勢力との戦いに東奔西走（とうほんせいそう）されました。
 
こうやって、生涯の大部分を九州で過ごされた懐良親王（かねながしんのう）が転戦（てんせん）の途中、ここ肥前の国・彼杵（そのぎ）郡（こおり）、深江浦にこられ、由緒（ゆいしょ）ある神宮寺の再興（さいこう）をたすけられた、としても、それはあやしむにたらないのでしょうが、他方、足利尊氏の方は、この観応（かんのう）元年に、ここで寺の修復なぞしている余裕はなかったはず。
第一、その頃に足利尊氏が九州にいたかどうかも、少々疑問である。
尊氏の子で、尊氏の弟の足利直義（ただよし）の養子になった直冬（ただふゆ）という方がいる。これならばちょうどその頃、肥前の国あたりを来応（らいおう）していた形跡がないでもない。しかし、直冬（ただふゆ）は尊氏と不仲になって西下（さいか）してきた者でもあり、尊氏らの観応（かんのう）の年号を終世（しゅうせい）つかわず、貞和（じょうわ）の年号で押し通したと歴史書は記していますから、どのみち直冬（ただふゆ）を将軍足利氏とは呼ぶわけにはいかないでしょう。とすれば、尊氏の代理として、鎮西将軍（ちんぜいしょうぐん）一色道猷（いっしき・どうゆう）にでも、顔を出してもらわなければならないが、この方もいろいろと問題があるように思う。
 
さて、深江浦領主・長崎氏の主家（しゅけ）にあたる大村氏について、ちょっと見てみましょう。
正歴（しょうりゃく）五年(994年）、伊予から下向（げこう）、大村・久原に居城をかまえた藤原直純（ふじわら・なおずみ）は、藤原純友（ふじわらのすみとも）の孫というが、地名をとって大村氏の初代となる。
 
南北朝の騒乱期には大村氏は、南朝方について、第十代から第十二代まで、肥後の菊池氏らとともに、各地で足利方の軍と戦っている。
 
元弘（げんこう）三年（1333年）、江串入道三郎（えぐし・にゅうどう・さぶろう）が、尊良親王（たかよし・しんのう）を奉じて、千綿（ちわた）に義兵（ぎへい）をあげ、大村十二代、純弘（すみひろ）も、征西将軍懐良親王（かねながしんのう）を奉じて忠戦（ちゅうせん）を励んだとありますから、深江浦の崇嶽神宮寺（たかたけ・じんぐうじ）を懐良親王（かねながしんのう）が修復されたという話は至極無理なく受入られる。
 
しかし、岩屋山神宮寺を足利将軍が修復した話は一体どうなるのか。
 
その十四年前、つまり、延元（えんげん）元年（1336年・建武（けんむ）三年）、筑前多々良（たたら）が浜で、菊池武敏（きくち・たけとし）軍は足利尊氏に大敗し、大村氏も共に敗れて、その領地が、一時、足利氏に没収されるという事態があったようです。
 
さらには大村領内の地頭（じとう）の中には時折（ときおり）、大村氏に離反する者がありました。浦上、家野（いえの）、淵（ふち）などの家が、あるいは自立、まるいは有馬に従属するなどのことがあり、後醍醐軍、足利軍双方の盛衰興亡（せいすいこうぼう）と、これにともなう地方勢力分野の交錯（こうさく）した、融合離反（ゆうごう・りはん）、常ならぬ事情を踏まえて、当時の歴史を下敷きにて考えてみると、親王つまり南朝方と、足利つまり北朝方が、同じ時期に、それぞれ両神宮寺の修復をしても、案外、おかしくないのかもしれない。
 
とにかく、この二つの神宮寺は、創立の初めから、非常によく似た点があり、それが何か対抗意識のようなものをもっていたように感じさせます。
そして、このことは、ずっと後まで続くのです。
まず、創立は、岩屋山神宮寺の方が少し早い。のち、弘法大師来山修法（こうぼうだいじ・らいざんしゅほう）以後、寺門（じもん）おおいに栄えた、とするのに対して、崇嶽（たかだけ）神宮寺は弘法大師のねがいをいれて、嵯峨天皇勅願により創建されたという。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
 
第六話　合戦異聞（かっせんいぶん）「ゆーた・くちゃ・かわすな」
 
「たとえ、殿様とても約束はたがえまいぞ」
 
「ゆーた・くちゃ・かわすな」というのは、純粋な意味での長崎の方言ではないが、一応、長崎の者にも、その意味はわかる。
 
「言うた口は、かわすな」ということで、「かわすな」は「たがえるな」という意味である。
つまり、「今の一言は、後日たがえてはならぬぞ」と念を押す言葉で、日常会話的な、それもどちらかというと、親しい者同士で無遠慮（ぶえんりょ）に使う言葉である。
 
ところが、これが戦場で、斬るか斬られるかの乱戦のさなか、家臣が主君にいった言葉であるから、はなはだ、おもしろい。
 
後世（こうせい）までの語り草になった理由もそこにある。
 
時は、慶長五年（1600年）十月というから、関ヶ原の戦いが九月におわって、小西行長（こにしゆきなが）、石田三成（いしだみつなり）の処刑もすんだ直後のこと。
 
ところは、筑後柳川（ちくごやながわ）。
 
佐賀の鍋島直茂（なべしま・なおしげ）は、徳川の命（めい）によって、柳川城主・立花宗茂（たちばな・むねしげ）を討つべく、軍を柳川にすすめる。
 
その先陣を承（うけたまわ）ったのが、長崎港外・深堀の領主、鍋島七左衛門（なべしま・しちえもん）茂賢（しげかた）であった。
 
気負（きお）いの精鋭は、急流・筑後川の渡河（とか）作戦にも成功し、怒濤（どとう）の勢いで柳川城にせまる。これを迎え討ったのは、柳川勢の先鋒を承る立花三太夫（たちばな・さんだゆう）。
たちまちのうちに、乱戦模様となり、ついには、鍋島茂賢（なべしま・しげかた）と立花三太夫（たちばな・さんだゆう）の部隊長同士が顔を合わせてしまい、ふたりが直接、槍を構えることと、あいなった。
 
三太夫は四尺柄（ししゃく・つか）の長身の大槍（おおやり）。これに対する茂賢（しげかた）は、三尋（みひろ）三尺（さんじゃく）の槍であったというが、火花をちらしての大激闘のすえ、茂賢（しげかた）の突き出す槍が、みごと、三太夫を串刺しにした。
 
これで、普通なら、勝負あったり、となるところだが、立花三太夫は、名にし負う豪傑（ごうけつ）。茂賢の槍を左手でつかむと、そのままたぐり寄せ、たぐり寄せ、右手に太刀を振りかぶりながら、ジリッジリッと茂賢めがけて迫ってきた。
ほとばしる血潮をものともせず、死力をふるって肉薄してくる、三太夫の形相は身の毛もよだつほどであったろう。
 
いや、これには、さすがの茂賢（しげかた）も驚いた。槍先で払うにも、ままならぬ。
 
といっても、まさか、槍を投げ出すわけにもいかない。進退ここに極まり、一瞬真っ青になったところ、近くでやはり敵と斬りむすんでいた茂賢（しげかた）の家臣・田代亥の助（たしろいのすけ）が目敏（めざと）く、これを見つけた。主君危うし。
 
といって自分も敵を迎えているので救援にいけない。そこで、とっさに大声で、「殿様。手許（てもと）さげて。手許さげてっ」と叫んだ。はっ、と我に返った茂賢は反射的に腰を落とし、思い切って槍の手許を下げた。
 
これで立花三太夫も万事窮す。力尽きて、バッタリ倒れ、茂賢はあやうく難を逃れたが、よっぽど、うれしかったとみえて、「亥の助、百石」と叫んだ。すると、田代亥の助すかさず、「ゆーた・くちゃ・かわすな」と言い返したという。
 
これが、このお話の題（だい）ともなった「ゆーた・くちゃ・かわすな」で、今も長崎氏の南部、小ヶ倉、土井首、深堀から野母半島一帯の旧深堀領に言い継がれている。
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第七話　色衣（しきえ）に隠した二重人格
 
「長崎三大騒動のひとつ、景岳事件（けいがくじけん）、悪の決算」
 
 
長崎には昔から三大騒動というものがあって、なんといっても、その筆頭は忠臣蔵長崎版ともいうべき例（くだん）の深堀騒動で、これはよく知られています。
 
その次が、この景岳（けいがく）事件となるでしょう。
 
ついでながら、三つ目は延命寺（えんめいじ）騒動とされています。景岳事件も延命寺騒動も、悪僧が浪人に殺される、という点が共通しています。
 
景岳事件は登場人物こそ多くはありませんが、その期間が二十年にもまたがる事件で、その舞台も「大和（やまと）」「摂津（せっつ）」「江戸」「近江（おうみ）」と諸国におよんで、最後が「長崎」。
崇福寺（そうふくじ）までが関係するし、しかも、後日譚（ごじつたん）のオカルトが添え物につくという、申し分のない筋立てになっていて、また、実際に、芝居に仕組（しく）まれて、上演されたこともあるのです。
 
大和の国、郡山藩（こおりやまはん）に仕える三宅弥平太（みやけ・やへいた）という侍があった。武芸に秀（ひい）でるだけでなく、蹴鞠（けまり）・茶の湯などの風雅（ふうが）のたしなみもあって、人当たりも誠によろしい。
 
つまり、文武両道の武士であったから、上下の信用と尊敬を集めていた。蹴鞠（けまり）というと宮廷人（きゅうていじん）の独占のようにも思われるが、江戸時代には、俳諧（はいかい）、生け花、鞠（まり）、茶の湯とよばれて、俳諧の道や生け花、茶の湯とともに、武士の一部や、町人の中にも、これをたしなむ者が多かったようである。
 
この弥平太、ふとしたことから、人を殺害する事件を起こし、その場から逐電（ちくでん）して、摂津（せっつ）の国・大坂（おおざか）に逃げた。
 
そこでは、ある町家（ちょうか）に身を寄せたが、そこの女房をものにしようとし、殺し屋にたのんで、その家の主人を殺害し、自分は、なにくわぬ顔で、その女房にいいよった。
ところが、その女房、貞操堅固（ていそうけんご）な女性で、断固、弥平太を拒絶したので、可愛さは、かえって百倍の憎さとなり、とうとう、その女房も殺して、今度は江戸へ走った。
 
弥平太は、こういう悪事を働く反面、ひとざわりはよく、弁舌もさわやか、しかも、風雅の嗜（たしな）みもあるという、まさにジキルとハイドである。
 
悪い面に気のつかない人には、重用（ちょうよう）されて、東国（とうごく）のさる大名の馬廻（うままわ）りに召し抱えられた。
四，五年の間は要領よく勤めて、皆にかわいがられていたが、ここでもやはり悪い虫がでて、男色（だんしょく）事件をひきおこし、放逐（ほうちく）されてしまった。
 
それでも江戸は広い。ある禅寺にもぐりこむと、見事な青道心（あお・どうしん）に変身し、景岳（けいがく）を名のって、誰はばかることなく、大手をふって、江戸の町なかを歩き始めた。ここでも、お手のものの、多芸を生かして上流武士や富裕町人の家に出入りをしていた。
 
さて、ここに、堀田権兵衛（ほりた・ごんべい）という浪人が登場する。
東国のさる大名に七百石で仕えていたが、同僚の讒言（ざんげん）にあったことと、生来（せいらい）の愚直（ぐちょく）さが、かえって殿（との）の怒りを蒙（こうむ）ることとなり、いまは浪々（ろうろう）の身となっていた。この権兵衛が蹴鞠（けまり）の達人で飛鳥井流（あすかい・りゅう）の免許を得たほどの腕前であったから、自然と景岳とも親しくなった。
 
権兵衛は、浪人となる前に蓄えていた何がしかの金をもとに、一応は優雅な暮らしをしていていたが、「座して食（く）らえば、山をも、むなし」ということで、その金を少し有利な方面にまわしたいと考えていた。
 
景岳はこれに目を付けた。自分は諸家（しょか）に出入りして知り合いも多いから、確かな筋に貸し付けて高利で回して差し上げましょう、と言葉たくみにもちかけ、またたくうちに、権兵衛の金を全部まきあげ、これを自分の遊興（ゆうきょう）に使い果たしてしまった。
 
このほかにも、景岳は、同様の手口で、たくさんの商人達から、多額の金をだましとり、横領着服したが、これが発覚しないはずがない。
 
回収できる金をかき集めると、ある夜、密かにドロンを決め込み、江戸を出奔（しゅっぽん）。ひよっこり、近江国（おうみのくに）のさる田舎寺（いなかでら）に現れる。ここでしばらくは大人しくしていたが、土地の農民と喧嘩（けんか）をしでかし、寺にもおれなくなり、追い出されてしまった。
 
そのあとは、あちらこちらと流浪を続けるが、そのまま朽ち果ててしまうほどの凡俗（ぼんぞく）ではない。底知れぬ　したたかさと　悪賢さをもつ　景岳は、流れ流れて西の果て、この長崎に姿をあらわすのだった。
 
そして、いつのまにか、崇福寺の僧にはいりこみ、あまつさえ、どういうコネを見つけたのか、のちには大本山の黄檗山（おうばくさん）万福寺（まんぷくじ）に願い出て、色衣（しきえ）の身分となった。
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第八話　のぞきからくり・天国と地獄
 
「バテレンの魔法あれこれ」
 
 
切支丹伴天連（きりしたん・ばてれん）の幻術（げんじゅつ）とか、妖術（ようじゅつ）とか、一口（ひとくち）にいっても、いわゆる手先や指先の奇術と、科学的原理を応用した簡単な仕掛けと、大体、この二種類を　上手く使い分けていたのではないかと思う。
 
島原の乱で、四万余人の一揆軍（いっきぐん）が信仰的に尊崇（そんすう）した総大将・益田四郎時貞（ますだ・しろう・よしさだ）はしばしば、この妖術（ようじゅつ）を使って見せたらしい。
 
四郎が、天を仰いで、黙呪（もくじゅつ）すると、一羽の鳩が飛んできて、四郎の手に止まる。その鳩は、一個の卵を産み、その卵を割ると中から天主（てんしゅ）デウスの画像と経典（きょうてん）が出てくる。そのあと、鳩は、神の名である「ジイソジイソ」と三度呼んで飛び去れり、これを見て、その場の男女二百余人、ことごとく宗徒（しゅうと）となる」、と古書（こしょ）に書いてある。
 
四郎は少年時代、長崎の唐人の家に丁稚奉公をしていたらしいが、そのとき、奇術を唐人から学びとったにちがいないと、符牒（ふちょう）をあわせる説もある。
 
こういう手品や奇術のほかに、いまだったら、小学生もだまされないようなマジックミラーや幻灯（げんとう）、望遠鏡応用のものもあったにちがいない。
 
科学知識の極度に低かった、昔の日本人を相手に、キリスト教を布教しようとする、西欧の宣教師や、その援助者たちが、インチキめいたそういう手段を方便（ほうべん）として使ったどうかは、わたしにはわからない。
 
すくなとも、今のキリスト教信奉の人たちは、全面否定をされるであろうし、筆者としても、一応はそう信じたいけれども、旧幕時代の文献の中には、そこらをおもしろおかしく書き記したものがないわけではない。
 
もっとも、それらは皆、禁教時代に書かれているので、キリスト教は邪教、宣教師は悪い奴ばらと、頭から決めつけて、はじめから悪意を込めて書いてあるので、割り引いて読む必要はあるが・・・・。
 
もしも、これらが全くの創作だとすれば、その着想が大変おもしろので、二つほどここに紹介してみたい。
 
信長の時代、というと、今からざっと四百五十年ほど昔になる。
 
京都・南蛮寺（なんばんでら）は信長が援助して建てられたものであるが、ここの役僧（やくそう）にヒアムという宣教師がいた。
 
彼は、最初に、有力者を改宗（かいしゅう）させることが、布教には最も効果的であると考えて、大阪淀（よど）の中村修理（しゅり）なる者の家にのりこみ、浄土宗の熱心な帰依者（きえしゃ）であった、その家の老母に、天主の教えをいろいろ説いて聞かせた。しかし、信心堅固（しんじんけんご）とみえて、その老母、一向（いっこう）に耳をかさないし、心を動かそうとしない。
 
それではと、ヒアムは、もっともらしい小箱をうやうやしく押しいだいて、その中から、三世（さんせ）と称する鏡を取りいだし、これを老母の顔におしつけた。
 
すると、あらら不思議や、そこにありありと写しだされたのは、老母の顔にはあらで、なんと、馬の顔ではないか。老母変じて馬とは相なったのである。
 
ヒアムはすかさず。
 
「そーれ、ごろうぜよ。そなたは浄土宗とか仏法とか、邪教を信じなさるによって、現在、畜生のあさましき姿をしておられますぞ。愚かしき人間どもには、それが目に見えぬだけのこと。神の御目にはまさしくそなたは馬の姿に映り申すことぞ。
 
あな恐ろしや。「ハライソ・ハライソ」と大声に叫ぶので、その場に居合わせた者はもとより、家中の使用人にいたるまでが恐れて伏しおののいた。誠に無理のない話である。
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
第九話　玉はあれども
 
「長崎七不思議。大波止の鉄砲（てっぽ）ン玉」
 
 
長崎七不思議の一つ「玉はあれども大砲なし」という、例の、大波止海岸にある巨大な鉄の玉は、「大波止の鉄砲ン玉」として、昔から長崎人に親しまれています。
 
「大砲」の玉とはけっしていわない。「鉄砲ン玉」である。もっとも、古書旧記（こしょ・きゅうき）の類（たぐい）では、石火矢玉（いしび・やだま）、鉄の石火矢玉、単に、石火矢（いしびや）、あるいは鉄玉（てつんたま）、鉄丸（てつがん）など、いろいろいっています。
 
「幕府時代の長崎」とか「明治維新以後の長崎」、あるいは「長崎郷土誌」などの、明治以後に書かれた幾つかの著書は、だいたい、鉄砲玉（てっぽうだま）、鉄砲丸（てっぽうがん）など「鉄砲」の字を使っているから、早くから一般に「鉄砲（てっぽ）ン玉」と呼ばれているのを尊重して、そう書いたのか、または「鉄砲ン玉」と呼ばれるようになったのが、明治以後か、そのどちらかであろう。
 
ところで、この常識外れの鉄の丸い塊（かたまり）は、いつ、なんのために、誰の手で造られたか、実はあまりはっきりしない。それらしい記録がなく、あるのは口説伝承（くせつ・でんしょう）か、その口説伝承を書きとどめた文献だけである。
 
長崎聖堂（ながさきせいどう）の主任教授という、一流の学者であった田辺茂啓（たなべ・もけい）が、三十余年の歳月をかけ、長崎奉行所の記録なども見せてもらい、苦心して編纂した長崎実録大成（ながさき・じつろく・たいせい）という本があるが、これには　次のような意味のことを書いている。
 
「右の鉄玉（てつだま）のことは多くの旧記（きゅうき）になにも書いていない。俗説では、南蛮人が自国の威武（いぶ）を誇示（こじ）するために、日本に持ち渡ったとか、日本が南蛮船を撃沈する準備のために造ったとか、いう。
あるいは、また別の説では、島原の乱で一揆（いっき）が籠城（ろうじょう）したとき、現地で地中に穴を掘り抜き、煙硝（えんしょう）数百斤（きん）をもって、この玉を撃ち出す計画で鋳造（ちゅうぞう）したという。これらの説は、いずれも虚蕩（きょとう・うそでたらめ）にして信用なりがたし。しばらく、そのおおむねを　あぐるのみ」
 
奉行所や古資料を調査した田辺茂啓（たなべ・もけい）が、そういっているのであるから、正確な記録はないし、あるのは単なる言い伝えだけで、これでは全く当てにはならない、ということである。
 
しかし、一般に信じられているのは、だいたい、次の二つのことである。
一　南蛮製ではなく、長崎で作った。長崎の鋳物師（いものし）の鋳造（ちゅうぞう）したものである。
一　島原の乱のために造った
 
渡辺庫輔（わたなべ・くらすけ）氏は、その著「長崎の鋳物師（いものし）」の中でこう書いている。
 
「金屋（かなや）助右衛門（すけえもん）国久（くにひさ）
寛永十五戌寅（ぼいん・いぬとらの年）（1638年）正月、島原の乱のために石火矢玉（いしび・やだま）をつくった。
大波止・石火矢玉　
寛永十五年正月作。冶工（やこう）安山（やすやま）助右衞門　玉（たま）の斤目（きんめ）十八匁（もんめ）三分（ぶ）五厘（りん）あり、といってあるのだが、この時の石火矢玉である。
 
渡辺さんという人は、確信のおけないものは、決して断定的に書いておられないから、この説は一応信じておられたものと思う。
 
ところで問題は、この巨大な鉄玉を発射する砲身（ほうしん）のほうである。これが長崎七不思議の一つとなっている理由であるが、「長崎港草（みなとぐさ）」では
 
「唐通詞（とうつうじ）穎川（えがわ）官兵衛　石火矢を造る。長さ九間（けん）。筒口（つつぐち）さしわたし三尺　ひとたび　これを放つ　玉薬（たまぐすり）一五〇〇斤（きん）　重さ一六一貫（かん）六百目（もんめ）あり　
 
船にて原（はら）の城下（しろ・した）につかわし　城際（しろぎわ）に穴をほりとおす　城中より　向かい穴を掘り　雑水（ぞうすい）を流しくくるゆえ　用にたたず　落城の後　玉を当初に積み回しける　今、大波止にある鉄玉　これなり」として、
土中に穴を掘って発射するようなことを書いているが、長さ十六.三六メートル、口径（こうけい）九十一センチメートルの砲身と思われるものと、この穴とがどういう関係に立つのかということを考えると、ちょっとわからなくなる。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第十話　はじめ、こうふく、いま、そうふくじ
 
 
「古刹（こさつ）・寺名考（じめいこう）」
 
聖徳太子ゆかりのお寺、飛鳥時代の建築様式、日本最古の木造建築、などなど、小学生でも知っているのが、奈良の法隆寺。
毎年数百万人の修学旅行や参拝客が訪れている。この有名な法隆寺は最初から法隆寺ではなかった、というような新説が出されれば、一応（いちおう）だれしも、びっくりするだろう。
 
法隆寺は、天智天皇の九年（六七〇年）四月三十日の夜、落雷による火事で、一棟（いっとう）余（あま）すことなく全焼したことが、日本書紀に明記してあり、その位置は、今の法隆寺のやや東南で、現在の法隆寺とは別のところである。それなら、現在の法隆寺は、「いったいあんた誰なのさ」ということになり、明治以来の歴史学会、建築学会を大いに、賑わしたものである。
 
ところで、長崎の崇福寺（そうふくじ）は、日中関係ゆかりのお寺で、九州で五つしかない国宝建造物のうちの二つがあり、その一つの大雄宝殿（たいゆう・ほうでん）は長崎最古の木造建築で、様式的にも珍しく、毎年、たくさんの修学旅行や観光客が訪れています。
 
まずは、長崎の法隆寺と言えば、少し大げさかも知れないが、なんといっても長崎の代表的なお寺であり、代表的観光名所である崇福寺のお話です。
 
この崇福寺が、初めから崇福寺という寺名ではなかった、と突然言われたら、それでは一体「なんなのさ」ということになる。
 
寛永（かんえい）の創立当時からこの寺は崇福寺だった、と思い込んでいるところに、こういう疑問を出されると、誰でも一応は驚くだろう。
 
では、いったい、どこからいまさら、そんな問題が出てくるか、というと、火元（ひもと）は、実は、長崎名勝図絵（ながさき・めいしょうずえ）なのである。この中の崇福寺の項に次のような一文がある。
 
広福庵（こうふくあん）
 
本寺（ほんじ）の上にあり。明暦（めいれき）中（なか）、僧・道者ここに隠る。のち、即師（そくし）、崇福の名をもってす。すなわち、国師（こくし）隠元（いんげん）、法をのぶるの道場なり。身（み）みずから役（えき）して営作（えいさく）をなし、寿塔（じゅとう）を中央に建（た）て、一区（いっく）の廬（いおり）を結んで、これに隷（れい）す。広福（こうふく）は本（もと）先（さき）んずる所にして、庵名（あんめい）に残し、後（のち）にするところの崇福寺を寺号にしめせり
 
右の本寺（ほんじ）というのは崇福寺のこと。明暦中（めいれきちゅう）というと、一六五五年から五七年までの間。僧道者は本寺（ほんじ）三代住持（じゅうじ）道者（どうしゃ）超元（ちょうげん）で、慶安（けいあん）三年（けいあん）渡来、崇福寺中興開山（ちゅうこう・かいざん）とする。
 
そこで、この長崎名勝図絵所載（しょさい）の一文であるが、文意（ぶんい）かならずしも明晰（めいせき）ではないとはいえ、問題は最後の部分で、「広福は本（もと）先んずる所にして、庵名（あんめい）に残し、後（のち）にするところの崇福を寺号に示せり」というところである。
 
つまり、最初、三代住持　道者　超元が、ここに隠退（いんたい）したところで、のち、即非禅師（そくひぜんじ）が崇福と名を改めたが、もと先んずる広福の名は庵名に残し、あとで名づけられた崇福寺を寺号にした。だから、はじめは広福寺、のち崇福寺と呼ばれた、と解せられないこともない。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第十一話　水は軽いほど上等
 
「昔から長崎の飲み水・苦労話」
 
 
長崎の水事情が良くないことは今に始まったことではない。徳川時代の昔から、長崎人は水には苦労しているのである。というのは、ちゃんとした川が乏しかったのと、今ひとつは高台地（たかだい・ち）を除いて、平地（ひらち）の市街地の大部分が、昔の干潟（ひがた）を埋めて、次第に形成されたものであったから、井戸水が良質であろうはずがないのである。
 
特に、海岸近くの町では、井戸水に塩分があって、ご飯を炊いたり、お茶をいれたりするのには不向きであった。そして、こういう所では、汲めば汲むほど浸透圧の関係で塩分が濃くなるから、困りものである。
 
他方、市街地の周辺部では、丘陵地の中腹に良い水の出る井戸が多かった。
 
中でも、西山から立山にかけては、きわめて良質の水が出ていたので、五島町あたりの海岸に近いところに家を構える富裕（ふゆう）な貿易商人達は高い金を出して、ここから「もらい水」をした。
 
立山の農民達は、これを嘲笑して、水については、貧富の差が逆になっていることで、溜飲（りゅういん）を下げた。
 
長崎名勝図絵にあげてある　古来からの著名な良泉（いずみ）としては、
 
立山ではまず、「蛇の口泉（へびのみず）」がある。味が甘美で、他の及ぶところではなかったので、これを汲む者が多かった。それで、その所有者が料金を値上げしたところ、数ヶ月ならずして、水は濁るし、味も悪くなる。その上、臭味（くさみ）までついたので、誰も汲まないようになった、という。
 
のちに、その側に並べて、もう一つ掘ったので、眼鏡（めがね）泉（みず）と呼ばれたが、これも昔のような良い水ではなかったということである。
 
このほかに、験剤泉（けんざいみず）というものがある。一年中涸れない良水（りょうすい）であった。また、松樹泉（まつのきみず）、杉奇泉（すぎきのみず）、木蓮子泉（いたぶのみず）、榎樹泉（えのきみず）、中の井（いど）等の名もみえる。
 
この中では、験剤泉（けんざいみず）、松樹泉（まつのきみず）の二つが良水であったようである。松、杉、木蓮子（いたぶ）、榎などの樹木がそれぞれ泉の側に生えていたので、泉の名にしたことはいうまでもない。
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
 
第十二話　こころをたたむ枕屏風（まくら・びょうぶ）
 
「丸山遊女と博多商人・ある愛の行方」
 
 
筑前国は博多の商人で金屋（かなや）という者があった。
 
長崎の唐蘭貿易（とうらんぼうえき）に手を広げ、大きな商売をしていたが、不運というか一年のうちに三度まで海上の大風（おおかぜ）にあい、船は沈むし、貨物も駄目になるで、とうとう、家と蔵が残るだけ。仕入の元手（もとげ）はおろか、丸裸の無一文となってしまった。
 
使用人たちも、次々に、暇を取り、妻子はやっとその日暮らし、という惨（みじ）めさで、もう孫子（まごこ）の代まで、船乗り商売はさせまいと、住吉大明神に固く誓いを立てて、なす事もなく日を送っていた。
 
ある夕方、家の外に出て、涼（りょう）をもとめていると、そばの杉の木の梢に一匹の蜘蛛が糸を懸けていた。なにげなく見あげると、この蜘蛛が苦心の末にやっと一本の糸を張ったと思えば、その糸が風に切れて、蜘蛛は地上に落ちる。それでも蜘蛛は、もそもそと　這い上がって、糸を懸ける、するとこれが風に揺れてきれる。
 
金屋（かなや）は急に興味がわいて、今度は一生懸命に、なりゆきを見守った。結局、その蜘蛛は失敗を三度繰り返したあげく、とうとう、四度目に、立派に糸を張りおおせて、やがて見事な巣ができあがった。そして、一匹の蚊がひっかかったので、蜘蛛は悠々とこれを捕らえ、食べ終わると、巣の中央におさまりかえった。
 
この一部始終を見ていた金屋は、なるほど、蜘蛛でさえ気長く同じ事を繰り返し、繰り返しして、四度目には立派に目的を達することができた。
 
人間の自分が短気を起こして、物事を諦（あきら）めてはいけない、と、ここに一念発起（いちねんほっき）し、四度目の挑戦で再起を期（き）する覚悟を決めたのであった。
 
まず、家屋敷を売り払って、少しばかりの品物を仕入れ、昔ならば、手代（てだい）もいたが、今はそれもいない。全くの自分一人なので、自ら長崎に下り、商売の場に、臨んではみたが、仕入れば、うんと儲かることは百も分かっているものの、かき集めてわずか五〇両ほどの端金（はしたがね）では、全くの焼け石に水で、みすみす、京大阪・堺や、自分と同じで、博多方面から来ている商人どもに、甘い汁を吸われることは目に見えている。
 
それをただ、指をくわえて見ていなければならないつらさ。智恵才覚では、あいつらには、決して、負けないと自信があるだけに、余計（よけい）口惜（くちお）しいが、今更どうにもならない。
 
そこで、半ば、やけになって、丸山に行き、大きく商売をしていた頃、なじんだことのある花鳥（かちょう）という傾城（けいせい）をあげて、今宵（こよい）ばかりを一生のおさめにと、しみじみとした一夜をあかすこととなった。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第十三話　めがね橋ファンタジー
 
「唐僧（とうそう）・黙子（もくす）と薬師仏・夢中問答（むちゅうもんどう）」
 
 
長崎の中島川には、十数基のアーチ式石橋が、列をなして架かっている。
 
全国に例を見ない石橋群として、古雅（こが）な壮観（そうかん）を呈しているのは、みんさん、ご承知のこと。この石橋群の要（かなめ）であり、王者の貫禄を持つのが、眼鏡橋である。
 
風頭山麓（かざがしら・さんろく）は寺が建ち並ぶ寺町通り。その中央に、その昔、長崎に在留していた、南京地方出身の唐人が建てた　興福寺という寺がある。
 
その二代住持、唐僧黙子（もくす）如定（にょじょう）が、寛永十年（1634年）に、この橋をかけたものと伝えられている。
 
この眼鏡橋は、ただ古いということだけでなく、石造アーチ構造の技術が、日本に最初に伝来したものの遺構（いこう）という、貴重な歴史的価値があるので、長さはわずか二三メートル足らずの、さして大きなものではないが、国では重要文化財に指定しているのである。
 
さて、この黙子禅師（もくすぜんじ）のことを、普通一般には、単に「如定（にょじょう）」といっている。眼鏡橋は如定が架けた。とか、如定禅師が眼鏡橋をかけた、という具合にである。もちろん、誤りではないが、例えば、西郷隆盛を単に「隆盛」と呼ぶようなもので、あまり上手い呼び方ではない。黙子（もくす）または黙子如定と呼ぶ方が適当であろう。
 
黙子（もくす）和尚が、あるとき、道の真ん中で、一人の僧と出会った。
 
その僧は、香衣（こうえ）を着ていたというから、黙子和尚も、ちょっと一目（いちもく）おいたに違いない。香衣（こうえ）というのは、香染めの色衣（しきえ）のことで、丁字（ちょうじ）の煮汁をもって染めた薄赤（うすあか）に黄を帯びた色をしており、位の高い偉いお坊さんでないと、着ないものなのである。
 
ところが、この僧、何を思ったのか、黙子の方へ、つかつかと歩みよって
 
「いま、わしは家の普請（ふしん）をしようと思うとるのじゃが、どうも銭（ぜに）の工面（くめん）がつかぬのでな、困っておるところじゃ。どうだい、ひとつ、あんた、力になってくれぬじゃろうか」と話かけてきた。
 
黙子は突然のことでちょっと驚いたが、「失礼ながら、どちらさんですか」と尋ねると、その香衣（こうえ）の僧は笑いながら、「あぁ、わしか。わしは、あんたの西隣りにいる医者じゃよ」と答えた。
 
黙子和尚は、はて不思議なこと、西隣に住む医師。一体誰だろう、と考えて、はっと気がついた。
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第十四話　ここで逢うたが九年目
 
「母の仇は忘れた頃にやってくる」
 
 
亨保（きょうほ）十八年（1733年）九月九日。九と九が重なる、いわゆる重陽（ちょうよう）の節（せつ）は、諏訪大祭のくんちでもありました。
 
北馬町（きた・うままち）に住む甚太郎（じんたろう）なる者が、同町（どうちょう）の伝三郎（でんさぶろう）と自宅で「くんち酒」を飲んでいた。
 
酒に口論はつきもの。お定（さだ）まりの喧嘩となったあげく、甚太郎は伝三郎に瀕死の重傷を負わせてしまいます。
 
急を聞いて駆けつけてきた　伝三郎の母が、これを留めようとしたが、甚太郎はこの母親にも深手（ふかで）を負わせ、そのまま、その場から逐電（ちくでん）した。
 
母親は、その翌日に、絶命。甚太郎は、その後、ようとして所在がわからなくなった。
 
重傷ながら、危うく命をとりとめた伝三郎は、なんとしても、母の仇を討ちたいと、深く心に決めたが、自分も重傷の身で、いかんともしがたく、兄・喜三治（きさんじ）や親類とも相談をした結果、ここのところは一応内々（ないない）にすませておき、後（あと）は後（のち）のことにしたい、ということになって、その旨、町乙名（まちおとな）へ願い出た。
 
乙名（おとな）も「願（ねがい）にまかせ」てそのまま差し置き、この事件については、とくに奉行所へは報告しなかった。
 
やがて、伝三郎は、傷も平癒（へいゆ）したので、兄・喜三治と二人で、何とか母の仇を討ち、恨みをはらしたいものと、機会をねらっていた。
 
そうこうするうちに、光陰は矢の如くにすぎ、八年の歳月、あい立ち申し候、となって、舞台は第二幕に移る。
 
元文（げんぶん）六年、二月改元の寛保（かんぽう）元年（1741年）は十二月九日の夜のことであった。
 
母の仇討ちを片時も忘れなかった兄弟は、大黒町の惣次衛門（そう・じへい）なる者の家で、図らずも、目指す仇敵（きゅうてき）甚太郎を見つけた。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
 
第十五話　お諏訪さんに国境なし
 
「異人（いじん）も驚く神通力（じんつうりき）」
 
 
長崎市民の氏神さまは、お諏訪さん。長崎人は普通、「諏訪神社」とはいわない。みな、お諏訪さんという。
 
ここに記す話のうちの第一話は、薩摩国（さくまのくに）の諏訪明神と長崎出身の、ある男のかかわりあいの話。
 
第二話は、長崎のお諏訪さんと出島阿蘭陀屋敷（でじま・おらんだやしき）の使用人との関わり合いの話で、ともに、神徳霊異（しんとく・れいい）のあらたかな神威譚（しんいたん）であります。
 
頃は寛永というから、四百年ほど前のことです。
 
長崎の堀町（ほりまち）に住む「なに某」という男があった。ある事情があって、長崎におれなくなり、薩摩の国におちのびて、さる商家（しょうか）に雇われ、そこの下働きをしていた。
 
その家の主人は、この男に毎日、山から薪（まき）を伐（き）ってくるように命じていたが、この男、少々、やりっぱなしのところがあって、しかも、要領がよかったので、本来なら遠くの山にでかけて来なければならないのに、近くの森に入り込んで、そこで薪を伐り、これを持ち帰って、素知らぬ顔をして主人の前をつくろっていた。
 
実は、この森というのが、諏訪明神を祀る官有林で、薩摩藩では、神聖な森として樹木の伐採は、おろか、みだりに立ち入ることも厳禁してあったのだ。
 
この男も流石に良心がとがめるとみえて、薪をきったあと、かならず、諏訪社の祠の前に拍子をうち、
 
「お諏訪さん。わたしも長崎のお諏訪さんの氏子として生まれたもんですばってん、神様のお加護らしかもんは、何ひとつうけとりまっせん。かえって、失敗ばしてしもうて、こげん薩摩のごと遠か所まで、流れてきて、下働奉公ども、しとりますたい。同じお諏訪さんの氏子というよしみで、日に薪の二･三束位、失敬するとば、大目に見てくれて、よかでしょが。そのかわりというなら、なんばってん、わたしの十八番（おはこ）ば、お目に掛けますけん、そいで堪忍（かんにん）して、おうせ・つけまっせ」
 
こういうと、その場で、見事なとんぼ返りをやってのけ、そして、ぴょこんと、一つ頭を下げて、山をおりていく。これを毎日繰り返していた。
 
ところが、ある日、とうとう山廻りの役人に見つかってしまった。禁札（きんさつ）も立てられている伐採厳禁の官林（かんりん）である。即刻、牢屋に入れられたが、現行犯であるから、罪状も明白。もちろん、死罪と決まった。
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第十六話　峠の沙汰も金次第
 
「ことはじめ・有料道路日見街道」
 
明治十年の西南戦争では、長崎は重要な兵站基地（へいたんきち）となりました。多量の軍需物資が長崎から輸送されていきました。
 
ところが、日見峠の難所には、運輸部隊もすっかり手を焼いた。西南戦争というのは、明治新政府が最初に経験する近代戦の演習みたいなものでありました。剣術の胴をつけ、袴（はかま）の股（もも）立ちを取って、白鉢巻きを締めた薩摩軍に対して、洋式装備の官軍が、強弱勝敗はともかく、一応新しい形で戦っている。
 
近代戦に必要な　武器、弾薬、食糧、器財の　莫大な量を補給する　ルートを確保することが、陸路と言わず、海路と言わず、いかに必要であるかを痛切に感じたことでしょう。
 
長崎としても、内外人の来往が輻輳（ふくそう）するにつれて、陸路の玄関口にあたる日見道（ひみ・みち）の重要性が急激に増してきました。
 
西南戦争がおこった翌明治十一年九月、日見峠道路の新道開鑿（しんどう・かいさく）について、内務卿（ないむきょう）に伺（うかが）いがたてられ、十三年一月、「お聞き届け」の指令があり、十四年四月工事に着手、十五年七月三十日に、無事に竣工。国道一等、つまり、現在でいう一級国道に認定されます。
 
「当長崎の地形たる、西面（にしめん）良港をはらみ、水運の便においては、世人の嘆美（たんび）せしところといえども、陸運の不便なるはまた、慨嘆（かんたん）しておかざるところなり。ここにおいてか、官（かん）、つとに見（けん）ありて、北方（ほっぽう）時津の難道（なんどう）を開鑿（かいさく）、平坦ならしめ、その一端を補（ほ）しえたるもののごとしといえでも、東方（とうほう）日見の峻坂（しゅんはん）のごときは、国道線路（こくどう・せんろ）にして、とくに運輸の要（かなめ）にあたり、いまだ開通（かいつう）の計画なきを憂い、先に有志をつのり・・・新道会社なるものを設立し、該（がい）資金を募集せり」
 
つまり、民間資金を以て、日見峠新道（しんどう）会社を設立し、新道（しんどう）開鑿（かいさく）を行った。
 
工事費は、金四万七千三百四十円八十二銭五厘を要したが、うち、官費（かんぴ）、つまり、国庫補助が、金二万九千円。のこりの金一万八千三百四十円八十二銭五厘を会社が負担した。
 
会社の設立委員は、松田源五郎ほか。株主総代は、三田村正次郎（みたむらせいじろう）、山田恒三郎（やまだつねさぶろう）。社長は山下右一郎（ういちろう）となっている。なお、工事請負人は塩谷丈吉（しおたにじょうきち）、保証人は鈴木半三郎（すずきはんざぶろう）であった。
 
「ついては、右募集金、償還のため、きたる八月十日より、通行者より、道銭（みち・せん）を徴収して、その資（し）に充（あ）てんとす」
 
ということで、ここに有料道路の誕生を見ることになるが、天下の大道を通行する者から通行料を徴収しようというのであるから、なにぶん、前例のないことであるし、県当局も会社の申請を受理したものの、その取扱いに困って、内務卿に伺いを立てた。
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
 
第十七話　はした金（かね）ではかからない
 
「日本最初の鉄の橋」
 
 
石造アーチ式の橋が日本最初なら、鉄・くろがねの橋もまた、長崎が日本最初であった。
 
ごぞんじ、長崎製鉄所の本木昌造が、明治元年（1868年）にかけた鉄橋、いわゆる「くろがね橋」がそれで、昭和六年にいまの鉄筋コンクリート橋にかけかわるまでの六十年間、長崎でも最も　人通りの多い道路の橋として　大きな使命を果たした。
 
くろがね橋の位置に懸かっていた橋は、はじめ大橋と称していた。もちろん、木橋（きばし）で、寛永九年（1632年）、奉行竹中采女正（たけなか・うねめのしょう）が木廊橋（もくろうばし）をかけたのが最初である。
 
黙子（もくす）如定（にょじょう）禅師の　石造アーチ式眼鏡橋を寛永十一年（1634年）とすると、この木の橋はそれよりわずか二年はやい。
 
交通量の必要度から言えば、おそらく、眼鏡橋よりはもっと早くかけられるべき橋であったと思われるが、浜町・築町一帯は、もともと、浜辺で、その頃になってやっと、埋築（まいちく）や河岸工事が進み、橋を架ける状態になって、町の形態ができあがったのである。
 
つまり、浜に埋築（まいちく）をして、浜町（はままち）・築町（つきまち）が誕生したのは、この寛永九年の頃とみてよいと考えられる。
 
竹中奉行のかけた木廊橋は、それから四十年経った寛文年間に、廊（ろう）、つまり橋の上にかけられた屋根が取り除かれた。廊橋（ろう・はし）というのは、屋根のかかった橋のことで、中島川にかけられた橋は、諏訪神社下の堂門橋、またの名、大手橋以下、昔は大部分がこの廊橋（ろうばし）であった。
 
では、なにゆえに、橋の部分だけ屋根をかけるのか。理由はいろいろあると思うが、川の上は風が強く、雨風（あめかぜ）の強いときは傘もさしにくい。いまの立体横断歩道橋で経験するとおりである。だから、屋根があったほうがいいのだ。つまり、いま、新しがっているアーケードは、もう、このころから存在したわけである。
 
寛文（かんぶん）年間にこの大橋の廊（ろう）が除かれた理由は、実は明らかではないが、当時は、この下流にある長久橋（ちょうきゅうばし）からむこうは、すぐ海であったから、風当たりもつよく、おそらくは、廊つまり、上屋根（うわやね）部分が飛ばされるか、損傷するかして、その機会に取り除かれたものと思う。
 
 
 
明治二十二年、本河内水源地ができるまでは、ちょっと、集中豪雨があると、中島川は洪水になって、橋がいくつも流された。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
 
 
第十八話　左側通行・防犯灯の話
 
 
左側通行は無用のハイカラ？「近代避難工学ハイカラ考」
 
戦前は、日本全国みな人も車も左側通行であったことは、もう、たいていの人はご存知ない。ところが、戦後、アメリカ軍の占領政策の中で対面交通（たいめんこうつう）というものが実施されることとなった。
 
対面交通という言葉さえ、もう忘れられているが、これは人と車とが片側では向かいあって通ることで、従来のように、人も車も同じ左側を、右側でもよいが、人間は背後からくる車が見えないために、事故が起こりやすいことになる。だから、人と車は対面して通行する、という発想から出ているのである。
 
ところが、人を従来どおりの左側通行させると、車は右側通行になるから、ハンドルやバスの出入り口を、全部改造しなければならなくなる。それでは大変なので、人間の方をかえて、長年慣れた左側通行から右側通行にあらためた。
 
昭和二十三年十一月一日、道路交通取締法の施行の時からである。
 
それ以前の左側通行が制度化されたのは、明治三十五，六年頃からのようである。長崎の場合は、人の交通の比較的頻繁（はんざつ）な鍛冶屋町、東浜町、本下町（もとしたまち）、江戸町、浦五島町、恵美須町、思案橋から梅香崎町等々、市内の一部の道路が県令で指定された。
 
そして、明治三六年五月初め、要所要所には制札（せいさつ）が立てられ、辻辻には、警官が立って通行人を指導したという。
 
制札とは、少々、時代がかかっていておそれいる。警官の代わりに同心目明かしでも立っているほうが似つかわしい情景のようにも思われる。
 
当時の交通量から想像してみると、こういう取り締まりの制度は、一般から軽視され、反発されるものである。新聞の論調も極めて嘲笑的であった。
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防犯灯は見ていた　　「諏訪公園、明治のあで姿」
 
俗に諏訪公園といわれる長崎公園は、はじめ県営であったが、明治二十三年三月、市に引き継がれたので、長崎市としては、さっそく、施設の整備に着手したが、その一環として、翌二十四年から夏季期間中、点灯台（てんとうだい）三箇所を設けることとした。いわゆる防犯灯である。
 
この計画とは、大体、次のようなものであった。点灯期間は八月二十三日から十月三十一日まで、ただし、陰暦九日から十八日の月明かりの期間を除いて、前後五十日、毎夜十二時まで、設置費一基三円の三基で九円。灯心（とうしん）費が五銭。油代四十五銭。以上合計金九円五十銭である。
 
この予算を予備費から支出するという議案が市会に提出された。それに対して、議会で論ぜられたやりとりが甚だ面白い。
 
予算案の提案理由を、市長はこう説明している。
 
「夏季遊歩者多く、本年は、いうべからざる不体裁（ぶていさい）の出来事なりし、風聞あり。夜間深更（しんこう）まで、よからぬ娯楽をなすものありて、県庁より照会し、きたり。茶屋休憩所をとりしまると同時に、園内を明るくして、取り締まりに便（べん）ぜんために、点灯するものにして、男女あいつどい、午前一時二時までも遊び、風紀をみだすは、けしからぬことなり。」右の市長の説明に対して、二人の議員が反対し、あるいは、質問している。
 
「灯火を恥じるほどの者ならんには、また、他の灯火なき所に転ぜん。風紀取締まりの方法としては、けだし、不可能なり」
 
「灯火けっして言語（げんご）を放（はな）たず。あに、よく取り締まりをなしえべけんや」
 
なるほど、防犯灯が設けられると、それをよけて光の及ばない所をみつけ、そこでいろんなことができる。三箇所の点灯台位では、広い公園内であるから何にもならないというのは、もっともな理屈である。だから、それはよいとして、その次の「灯火、決して言語を放たず」とは、よくできた。
 
どんな不義密会（ふぎみっかい）が行われても、灯火はだた、これをだまって見下ろしているだけだから、取り締まりにはならない、といっている。
 
至極当然のことではあるが、同じ文句でも、これが文語体だから一段と面白い。
 
市長と議員のやりとりが、もうひとつある。
 
「近頃。紳士紳商（しんし・しんしょう）の令嬢（れいじょう）など、園遊に際し、若輩（じゃくはい）の男子暗中（あんちゅう）に要（よう）し、妨害（ぼうがい）を加えたり」
 
「紳士の令嬢にして、夜間園遊するとは、解（げ）すべからず」
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第十九話　聖母像失踪
 
「笑ったのは誰？　せびりや狂騒曲」
 
 
 
国宝大浦天主堂は、横浜天主堂が関東大震災で滅失したので、現存する天主堂としては日本最古のものです。長崎観光の名所として、毎年、多数の観光客が押し寄せています。
 
しかし、ここは建物だけではなく、切支丹関係のいろんな資料が所蔵されているという点で大変貴重であることは余り知られていません。
 
その貴重な資料のなかに銅板画「セビリアの聖母」があります。縦二十一センチ、横十三.八センチの雁皮紙（がんぴし）に刷（す）った一枚刷（ず）りの銅版画。
 
この銅版画が、あるとき突然、謎の失踪をするというミステリーが起こります。正確に言えば、紛失していることが発見された、というべきでしょうか。
 
それは昭和十七年四月のこと。
 
この銅版画は、当時、大浦天主堂司祭館（しさいかん）の応接間の壁に無造作に掛けられてありました。外部からの人の出入りがあっても、司祭館側が耐えず監視しているわけではありません、そこに盲点があったのでしょう。いつの間にか、これが実物大の写真とすりかわっていた、というのだから、関係者はびっくり仰天。
 
本物の銅版画は、いつ、誰の手で写真に変身させられたのか、誰も心当たりがなく、皆目見当がつかないまま、時日（ときひ）は経過することになります。
 
ここで、この銅版画の来由について述べると、概略、次の通り。
 
この絵は切支丹の学校であった有家（ありえ）セミナリオの日本人学生が慶長二年（1597年）に制作したものである。幼児（おさなご）キリストを抱いた聖母マリアの立像の図柄（ずがら）が、スペインのセビリア大教会にある壁画と非常によく似ているので、「セビリアの聖母」と普通呼ばれていた。
 
西洋銅版画印刷技術の　日本伝来を物語る際の　貴重な資料であるだけでなく、十六世紀末葉、日本で制作された一枚刷り銅版画として、現存する唯一のものといわれている。
 
これが、どういう経緯でか、マニラに渡っていたものを、大浦天主堂創建の功労者である例のフランス人宣教師プチジャン神父が明治二年にマニラで入手し、ときのローマ教皇ピウス九世に献上。
 
ところが、教皇は、これは日本に置くべき貴重なものである、として、同神父に返却したので、それ以後、大浦天主堂の宝物として同所に保管されることとなったものでした。
 
こういう貴重な銅版画が、誰も知らないうちに、写真とすりかわっていたというのだから、これは天下の大事件であったわけである。
 
当時の新聞を見ると、「降って湧いた珍事･貴重な慶長年間の逸品･和製モナリザ･失踪事件」等々と大々的に報道されています。
 
その二年前の昭和十五年には、西洋美術史研究家の西村貞（にしむら・さだ）氏が「銅版画志」を出版するため、長崎に調査にみえており、そのときまでは確かに本物であったことははっきりしている。
 
とすれば、その以後の出来事ということになるが、教会側では全く心当たりがないという。
 
ところが、ここに不思議なことが起こった。
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第二十話　長崎くんち今昔物語
 
「奉納踊りはヌードの祭典」
「日本三大祭り」だと、長崎人は「くんち」のことを、こう自賛（じさん）する。
では、後の二つは、何々か、と聞いてみると、誰も答えない。
 
「京都の祇園祭」と後の一つは・・・。とにかく、三大祭りのひとつさ」などというだけ。
三大祭りの一つを口にするなら、後の二つは何と何ぐらいのことは知っておいてのうえで言うくらいの責任は持ちたいと思うが、それはそれで良いとしょう。
 
次は、「三百年の伝統を誇る」と、「くんち」の歴史の古いことを文字通り誇る。
 
なるほど、遊女の高雄（たかお）と音羽（おとわ）が諏訪神前で舞ったのが寛永十一年（1634年）というから、四百年近い歴史と伝統がある。しかし、なにもかれも、最初の「くんち」と同じではない。途中で、どんどん変わって、今日のような「くんち」となっている。その辺のところをみてみよう。
 
まず、傘鉾（かさぼこ）。
 
絢爛豪華（けんらんごうか）な今のような傘鉾の飾りや垂れ布になったのは、そう古いことではない。
 
昔は、傘のうえの飾りは、極めて簡素で、垂（た）れも短く、担いでいる人が丸見えであったことは、富貴楼屏風（ふうきろう・びょうぶ）と俗に呼ばれている内田家所蔵の屏風絵に見る通りで、これはだいたい元禄頃1690年頃に、描かれたものとされている。
 
少し時代が下がって、森永屏風と呼ばれる元県立図書館館長で「犯科帳」の森永種夫（もりながたねお）氏所蔵の屏風絵。これは亨保（きょうほ）頃十八世紀半ば、といわれるが、垂れが若干長くなっているものの、それでも担いでいる人は、やはり、丸見えである。
 
文政頃1820年頃、に描かれた、長崎名所図会の挿絵になってやっと、現在のような傘鉾が現れる。だから、明治から遡って、せいぜい、四，五十年くらいのものということがわかる。
 
上の飾りが発達する前は、大体、町じるし程度のもので、元禄三年1690年渡来の阿蘭陀屋敷医官ケンペルもそう書いている。
 
その頃は、むしろ垂れに重きがおかれ、唐織（からお）りや金襴（きんらん）が用いられ、天保頃には羅沙（らしゃ）が多かったという。羅紗などというのは、今でこそたいしたものではないが、昔は高級舶来品の貴重な布地であった。
 
「フトー・マワレ」
 
広い踊り馬場いっぱいに傘鉾が勇壮に廻る。観客は拍手喝采。「ふとーまわれ」のかけ声がかかる。百五十キログラム以上はあろうという、しかも、バランスのとりにくい傘鉾が、垂れや飾り房を翻（ひるがえ）しながら、急回転するのであるから、観客が沸くのも無理はない。
 
この、傘鉾を、くるくると廻すのは、いつの頃からであろうか。おそらく、大体、幕末頃からのことではないかと思われる。
 
嘉永年間1850年頃、独特の歴史観をもった医学者で、高宮栄斎（たかみや・えいさい）という八十歳前後の老人がいた。この人の書いた「長崎不二賛」（ながさきふじさん）に、次のようなくだりがある。
 
「町々、順次ありて、まづ、この傘鉾を出し、踊り場につき立つる。長崎の群衆、口さがに、誹謗（ひぼう）・賞賛（しょうさん）して、「傘鉾まわり・まわり」とわめく・にぞ。傘鉾を、しばし、裏へ廻し、横を見せて入るなり。町毎にかくのごとし」
 
傘鉾の飾りは、正面からだけ、見せるのではなく、四方周囲からながめるようになっているから、飾り物の樹木の枝ぶりや、生け花の姿は、大変、難しいものとされているが、その他の作り物も、裏に絵や文字や飾りが、あったりするから、正面を向いただけでなく、左右や後を、ひととおり見せて、それから、退場する有様を述べている。グルグル回ったとは書いていない。
 
ところが、力自慢の傘鉾の担ぎ手がいて、左右の横や、裏を見せたあと、勢いよくグルグルと回って見せたのが、大好評をはくし、いつとはなく、それが例となって、定着したのであろう、と考えられる。
 
そして、そう仕向けたのは、いわずとしれた、長坂（ながさか）の無法・連中。これを白トッポと呼ぶこと、先刻ご承知の通りである。
 
なお、「ふとーまわれ」は、大きな輪を描いてまわれ、大きく廻れ、ということで、長崎人は、大きいと太いとの使い分けをしない。大きいことを、太いというので、よその人から笑われる。
 
「あめのうずめ・の・みこと」が日本のストリップのはしり、とはよくいうことであるが、「くんち」の奉納踊りで、諏訪神前に、これが出現したことを知る人は、案外に多くない。
 
 
 
・・・・・・・続きは本編で・・・・・・
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